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住吉民法 二依 ル結核 菌 ノ分離培養 法 テ

雇用 セル新培養基 二就 テ(第二報)

住 吉 内科 病 院 長

留學博士 佳 吉 彌 太 郎

本誌第9巻 第1號 二第1報 トシテ襲 表記1載セ シ2報 トシテコ ・二追加 セン

後 引綾 キ結核 菌 ノ分離培養 テ行 ヒタル成績 ラ第

第 二 表

患者名 培養基敏
喀疾ノ顕微鏡
的所見 培養日時 集 落 雲 見 目

■

集落嚢見迄 二要セシ
日激

4 「ガ フ キー」4號 5月9日
G月6日43月16日

6月8日6月15日

27日36日

29日36日

4 「が フ キー」2號 6月4日

一一一}}

6月20日6月25日

6月20日6月29日

一
16日21日

16日25日 ・

3 「が フ キ ー」2號 6月11日

一 一
7月4日7月5日

7月4日

23日24日

23日

5 「ガ フ キー6號 6月23日 7月7日7 .月7日7月9日
7月7日7月7日

14日14日16日

14日14日

4 「ガ フキ ー」1號

一

7月刺1勝 目1肝 昌 16日18日'

16日25日

5 「ガ フ キー」4號 7月9日

一r　 一.一_一 一 一 一 一一

7刀25日7月28日7月30日

7月25日7月i30日

16日19日21日

16日21日

5 「ガ フ キー」2號 7月14日
7月30日8.月1日8月11日

8月1日8月6日

16日18日28日

18日23日

5 「ガ フ キー」2號

■

7月14日

r・

8月11日8月13日8月25日

8月11日8月18日

28日30日42日

28日35日

5 「が フ キー」3號 7月18日
8月11日8月11日8月15日

8月11日8刀1ろ 日

24日24日28日

24日28日

5 「が フ キー」1號 7月・8日;§驚1§ 脚8月 ・5日 17日19日28日
19日24日

5 「ガ フキ ー」2號 7月23日
§男暮呂 §=昌壽昌8月8日

14日16日16日

14日16日

5 「ガ フ キーJ3號 7月25日 §{}9昌 §{構昌8月8日
14日16日16

一日14日16日

5 「ガ フ キー」2號 8刀27日 1糊1脚9月22日
14日19日26日

14日26日

5 「ガ フキ ー」2號 8月29日 1膿ll脚9月 ・9日 鋸 鵜2・ 日
5 「ガ フキ ー」5號 9月12日 躍lll騰9脚

10日10日12日

10日12日

5 「が フキ ー」4號 9月15日 18男娼18黒 目 ・・月・3日
16日21日2S日

21日21日

5 「が フキ ー 」6號 9月15日 躍 器 胡 禰 ・・月6日
11日14日21日

11日16日

5 「ガ フキ ー」3號 9月22日 181昼§昌{:8:貝亀昌10月17日
16日16日25日

16日21日

一 5 「ガ フキ ー」3號 9刀24日 ま8男芸)目}8=刀圭亨昌10月17日
14日19日23B

16日23日

5 「ガ フキ ー」4號 9月29日 i}81昌}§昌i}8〕冒1§昌10月20日
14日14日21日

14日14日

5 「ガ フ キ ー 」(1) 10月3日 1}811窮昌}9男 響昌 ・1月3日
一

24日26日31日

24日31日
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1

　 一一一一一 一

5

..一

5

「カ9フ キ ー 」4號 10月8日

L皿 一 一

10月24日

10月24日

1

「カ"フ キ ー 」3・號

一

10月8日
1・朔17日

10月20日

i5
1・

「ガ フ キ ーコ3號 10月2り 日
11月3日

11月3日
一一

1
5 「が フ キ ー 」4・號 10月29日 11月5日

11月5日

5 「が フ キ ー 」5・號 11月5日
ユ1月14日

11月14日

ろ 「が フ キー」3號

一

11月5日 ほ男 茎娼

3 「ガフ キ ー」3號 11月10日
11月24日

i11月26日

5 「カ9フ キ ー 」4號 11月12日 開娼
5

『 一

「が フ キ ー 」2一號

一.一 一 一

11月12日
11月21日

11月21日

5 「カ"フ キ ー」1勢 淫 11月18H

一 「

12月3日

12刀3日
1・ 1

5「 カワ キー」戯 11月26日

一 一
12月10日

12月10日
1・

5

一.「一 曹一

5

「カ"フ キ ー 」3{1虎 12月12日
12月25H

12月25日
卜 一

1ガ フ キ ー 」3號 12月22日
1月8日

1月10日
1

5 「カψフ キ ー 」4號 12月24日 ⊥月5日

1月7日
1

5 「ガ フキ ー」5號 1月12日
1月31日

2月3H
屡

5 「カ"フ キ ー 」{5號 1月20日 2月5日

2月5日一 昌　 一 一 一

2月8日

2月8日
5 「カ"フ キ ー 」5號 1月20日

5 「カ"フ キ ー 」2{班 孟 1月21日
2月1311

2月130
一

5 「が フ キ ー 」8號 1月22日
2月4日

2月4日

5 「カ"フ キ 一一」2{號 2月31i粥;呂

5 「が フ キ ー 」3{漉 2月15日 開烈
【

5 「カゆフ キ ー
」3豹 髭 2脚 謂;;昌

置

5 「ガ フ キ ー」3琴 虎 2月24日 捲 粥 鋸

5 「が フキー 」2號 2脚 閣 翻
畠

5ド が フ キー」7號 2月241一 §月産8H

1 5 「カ"フ キ ー 」2號 2刀28日 i鵬1
5

一 一-一 マ,

5

1「ガ フ キー」蹴
2月28日 3月13日

3月13日

匝 フキー」2號 3月11日
3月27日

3月27日
i_

5ヂ カワ キー3號 3月17日
4月7日

4月9日

5 「が フ キ ー 」2号 虎 3月23日 4月1日

4月4日

5 「ガ フ キー」4號 3月25日
4月6日

4月8日
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■ 5 「ガ フキ ー」6號 3月27日
4月8日4月12日

4月8日4月12日

■ 5 「ガ フキ ー」2號 4月1日
4月17日4月21日

4月21日4月24日

■
一 一

5 「が フキ ー」2號 4月2日 4月15日4月19日

4月15日4月19日

■
璽一曹一

5 「ガ フキ ー」2號

一 一 騙 一

4月4日
4月18日4月22日

4月18日4月22日

令 弟一表及 ビ第二表 ラ併 セテ之 ラ観察 セ 」二

69例 中培養試験管総数325本 二就 テ結核 菌装生

ノ有無及 ビ雑 菌叢 生 ノ程度 テ検 スルニ全培養基

二結核菌 ノ集 落 ラ認 メ其成績 賓二]0(1%ノ 陽 性

率 テ示 シタ・"1本 ノ雑菌 ノ混 入ヲモ認 メザ リキ。

結核菌 ノ集落登見 マデニ要 セ シ日数 子各週 二就

テ観 察 スルニ第1週 中二培養 シ得 タルモ ノ偉 力

第 三 表

通 藪 培養釧 %

:第1週 4 1,238

:第2週 101 31,075

:第3週 128139,385

:第4週 68
L

20,914

:第4週 以後

合 計

247,3881

3251・00・ …

第 四

4月15日

4月24日

4月23日

4月24日

12日16日19日

12日16日

17日21日24日

21日24日

13日17日21日

13日17日

14日18日20日

14日18日

二4本 ニ シテ第2週101本 、第3週128本 、第4

週68本 ニ シテ第4週 以後 二結核菌 ノ集落 ノ叢 生

ラ見 タルモ ノ滑 本 一 シテ 之 テ第三表 二%ト 共

二表示 セ ン(計 算ハ 小数鮎以下三位四捨五入 セ

リ)第 三表 二示 ス如 ク第3週 間中 二 結核菌 ノ集

落 ラ認 メタルモ ノ最 モ多 ク次 デ第2週 、第4週 ノ

順 トナ リ第1週 及第4週 以後 二叢生 セ シモ ノヲ

合計 スルモ培 養徳教 ノ僅 一8.625%二 過 ギズ然

レ共第2遡 及 ビ第3週 二於 テノ・培養総数 ノ過牛

数以上 テ占 メ239本 一 シテ實 二70.459%二 相 當

シ約 言 セバ第2週 ノ初 ノ ヨリ第3週 ノ終迄 二於

テ結核菌 ノ分離培養 テ行 ヒ得 タ リ ト云 フモ過言

二非ザルベ シ尚喀疾 ラ鏡検 セ シ際 二於 ケルガ フ

キー氏號数表 ノ多少 ト結核 菌培養 二要 セ シ日数

トノ遅速 トノ間 二八第 四表 ノ如 キ關係 テ示 ス。

表 ●

「が フ キ

ー 」表 例数 各種號数二於クル喀疾 ノ分離培養二要セシ亭均日数
lZF均
1

日敷

(1) 1 27 127
1號 3 16 21 17 }18

i

2號 17 17 23 20321519181028 192824201520 16 16 120
1

3號 18 16 11 11251718191014 191614211621 23 16 23 115

4號 13 32 26 20τ20】418211519 8121515 {.8
5號 7 22 34 2511132521 21

6號 6 10 14 14161915 14

7號 3 15 15 15 15

8號 1 18 18
,

合 計 69

以之 見之 二各種號撒 ノ多寡 ト喀:疾培養 日数 トノ

関 係Fハ 必ズ シモ一致 セズ本試験 ノ例 二於 テハ

「ガフキ」」6號 最 モ早 ク19日 ニ シテ3號;7號 ハ

前 者 二比 シ僅 二1日 遅 ル ・テ認 メ1號:4號18號

之 二次 ギ2號5號 トノ差 ハ2-3日 ニ シテ鏡検

上陰性 ナ リシモ ノ最 モ逞 ク28日 即 チ4週 間 ラ要

シ最 モ早 ク集落 テ認 メ シ6號 二比較 セバ2倍 ノ

時 日ラ費 セ リ然 レ ドモ例敷 ハ匪 々雑 多 ニ シテ少

キハ タ・"1.3例 二過 ギズ シテ10撒 例 ノ多 キモ ノ

ト直 チニZF均 日数 テ トリテ其 ノ遅速 ラ云 々スル

ハ早計 二夫 スルモ ノ ト考 ヘ ラル要 スルニガ フキ

ニ氏表 ノ號数 ノ多少h培 養 二要 セ シ日数 トノ間
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ニハ何等密接 ナル關係 ノ存 セザルモ ノ ・如 シ
｡

優 々 ニ シテ且 ヅ實験撒 二於 テモ號数 ニ依 テ多少

ア レバ唯平均 日敷 ノミヲ以 テ俄 カニ率 シ難 キモ

ノア リ蓋 シ之 レ各菌種 ノ抗酸性 ノ強弱 ニ依 ルモ

ノナル カ叉喀疾 ノ硫酸水 二溶解 スル難易 ノ差 二

基因 スルモ ノナルヵ シ ノ原因明 ナ ラズ要 スルニ

結核菌培養 日激 トガ フキー氏號撒表 トノ間 ニハ

左程 密接 ナル關係 ナキモ ノ ・如 シ｡

小 弧

1.培 養基 ハ其 製法比較 的簡 軍 ニ シテ出來 上 リ

タル培養 基 ソノモ ノハ美麗 ナル色彩 テ呈 ス｡

2・ 適度 ノ凝結 水 テ析 出 スル ガ故 二長時 ノ培養

ニ耐 ユル コ トラ得 ｡

3.色 素 「マ ラヒ,ト グ リユー ン」テ 使用 セルニ

依 リ雑菌 ノ侵 入 スル コ ト極 メテ少 シ｡

4.培 養 基ハ ソノ硬度軟弱 二失 スルコ トナ ク多

少 ノ歴 テ加 フルモ基面 テ損 スル コ トナ ク塗抹

及 ビ釣菌 二際 シ何 等 ノ訣鮎 ラモ認 メズ｡

5,集 落 登 見二際 シ「ルー ペ」テ用 ヒズ トモ淡黄

青藍色 ノ基面 二微 黄色 ノ集 落 ラ生 ズルガ故 ニ

ソノ獲 見容易 ナ リ.

6、 培養成績 ハ100%陽 性 成績 ラ示 ス｡

7.集 落 叢 見後 ニ於 ケル結核菌 ノ登育 ハ旺盛 ニ

シテ短 時 日ニシテ黄 色 ノ梢 ≧厚 キ菌苔 トナ リ

後肥厚 ス｡

8.大 多 撒 ハ第2週 及 ビ第3週 中二分離培養 ヘ

ル テ得｡

9.ガ フキー氏表 ト培養 日数 トノ間 ニハ何等密

接 ナル關係 ナキモ ノ ・如 シ｡

次 二Petragnani氏 培 養基 ラ癒用 シテ各種異 リ

タル濃度 ノ硫 酸水 ニテ喀疾 テ塵理 スル ニタ ・"洗

條 スル ノミニテ(遠 心器 テ用 ヒズ)直 接培養 基二

塗抹 シテ結核 菌 ノ分離培 養 ラ行 ヒシ成績 二就 テ

左 二述 ブ可 シ｡

先 ニ8%、5%、3%、1%ノ 各 種異 リタル濃度

ノ硫 酸水 テ用 ヒテ喀疾 テ30分 間塵理 シタル後遠

心沈澱機 二懸 ケル ゴ ト10分 後其 ノ上清液 テ棄 テ

沈渣 テ直チニ培養基 ニ塗抹 スル ノミニテ結核菌

ノ分離 培養 ラ行 ヒシ=.1%硫 酸 水 ラ使用 シテ慮

理 セ シモ ノニテモ其培養成績 ノ、83.33%ノ 陽 性

成績 ラ示 シ比較 的好成 績 テ暴 グ得 タルテ以 テ夏

ニ進 ンデ硫酸 水 ニテ喀疾 テ塵 理 スルニ タ・"洗瀞

シタル パ ーテ直 チニ塗抹 スル モ分 郎培養 ナ シ

得 ル ヤモ計 ラレズ萬一之 ス操作 ノ下 二相當見 ル

ベ キ成績 ラ示 サバ操作上極 メテ簡 便 ナル ト共 二

培養 ニ要 スル時間 二於 テモ亦可 ナ リノ短縮 テ計

リ得 ベ シ ト思考 シ最初 孚撒以上 ノ不成功 ラ豫期

シテ實験 二著手 セ リ第一一同第二同 ノ實験成績 二

徴 スルモ色素 「マ ラ ヒットグ リユー ン」 ノ タメ轟

可 ナ リ有力 ニ雑菌 ノ侵 入 テ阻 止 サ レ併 セテ結核

菌 ノ登 育 ニ良好 ナル影響 ラ及 ボセルテ知 レリ、

Petragnani氏 法 二依 リ製 セ シ培養基 二於 テハ

2%「 マ ラヒットグ リ4-一 ン」10.Occmテ 使 用 セ

リ然 レドモ ヨ リ以上多量 ノ色 素 ラ加 ヘ テ濃度 高

キモ ノテ製 シ硫 酸水 ニ テ塵 理 スル時間短 キタメ

ー層雑菌 ノ登 生 スル テ阻止 シ且 ツ結核菌 ノ褒育

一ノ・ドノ程度 ノ濃度迄色 素 テ使 用 スルモ集落 テ

登 見 シ得 ルモ ノナ リヤ又集落褒 生後各種 異 リタ

ル濃 度 ノ色素 ラ含有 スル培養、基 ニ於 ケル結 核菌

ノ登育状態 ラモ観察 セン トシテ2%「 マ ラ ヒット

グ リユー ン」15.0,20.0,25.0,30.Occmノ 四

種 ノ異 リタル色素 テ含有 スル培養基 テ製造 シ實

験 二供 セ リ.

1.培 養 基製造法

蒸氣消毒 テ施 サ ・'ル生牛乳600.Occmテ 内容約

2000.Occmノ 「コルペ ン」ニ探 リ之 一 馬鈴薯
、

澱粉24・Ogr「 ペ プ トン」4.Ogrテ 加 ヘタル後成

ル可 ク良 質 ノ馬鈴薯4ケ テ石鹸 ト水 トヲ昭用 ヒ刷

毛 ラ以 テ充分 清洗 シ重 子テ水 洗 シタル後議芽鮎

及 ビ腐敗斑馳 テ注 意 シテ切 除 シ厚 ク外皮 テ剥 ギ

鶏卵大 トナ シ0.1%昇 乗 水 中 二浸 漬3ル コ ト]

-2時 間 ニ シテ町寧 二水洗 シ細切 シタル後30分

時 間絶 岱ズ水道 ロ ヨリ放水 シ時 々擁 搾 シ最早 ヤ

乳 白色 ノ掴濁 テ生 ゼザルニ至 リテ止 メ鍋 内 ニテ

煮沸 シ殆 ン ド軟 カ クナ リタルテ度 トシ水分 テ除

去 シタル後 「コルベ ン」中 二入 レ重湯煎上 一 テ時

時張 ク振 盈 スベ シ然 ラザ レバ 「コルベ ン」底 二馬

鈴薯 ノ細片附著 シテ焦臭 テ放 チ除去 スルニ不用
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ノ時間 テ費 シ器底 テ破損 シテ失敗 二終 ル コ トア

レバ注意 ス可 シ｡30分 時 間煮沸 シタル後 放冷

シテ囁氏50度 前後 トナ リタル時、豫 メ型 ノ如

ク外殻 テ潰毒 セル鶏卵20個 テ トリ卵黄卵 白 ト

モ16個 卵 白テ捨 テ卵黄 ノミ4個 テ滅菌濾 斗 ヨ リ

「コルベ ン」中 ニ流 入 シ「グリセ リン」48.Occmテ

加 へ充分振盈混和 セ シノタル後、滅菌 「ガー ゼ」

系テ濾過 ス｡此 ノ際得量ノ・鶏卵 ノ大小 二依 リテ

ー定 セズ ト錐 モ平均1400.0-1450.Occmラ 得 、

之 ラ滅菌試瞼管 二三指横 径宛分海 ス レバ170本

内外 ノ培養 基 テ得、全量 ラ四分 シ内容約500.O

ccmノ 滅 菌 「コルベ ン」二分注 シ第一 ノ「コルベ

ン」-2%「 マ ラヒットグリユー ン」15.()ccmテ

加 へ充分振濫混 和 シタル後、滅 菌試験管 二分注

へ｡色 素液 テ混入 スル際 ハ濾紙 ニテ撒 同反覆濾

シ不溶解分 テ除去 シタル後 加 フルテ可 トス、

同様 ニ シテ2%「 マ ラヒットグ リ・・・・…一 ン」20・Occ

m、25.Occm、30.Occmテ 加 ヘタルレ四種 ノ培養=基

テ製 シ前同 ノ如 ク滅菌試験管 二 分注 シコッホ氏

蒸氣釜 ノ釜 底 ニ適當 ナル硝子管 ヲ横 タへ之 二培

養基 テ斜面 二拉 置 シ順次之 二重畳 シテ第1日 ハ

囁氏80-85度 ニ テ1時 間30分 蒸氣滅菌 ラ施 シ

テ斜面 二 凝固 セ シメ次 デ第2日 、第3日 ハ80

度 ニ テ3日 間連緬間歌滅 菌 二附 シ書夜艀 卵器 内

一 テ雑菌試験 ヲ行 ヒ無菌的 ナルモ ノノミニ就 テ

培養試験 テ行 ヘ リ｡

1.培 養 法

結核患者 ノ喀疾 ヨリ塗抹標 本 子製 シチー ル子一

ルゼン氏 法二則 リ染 色鏡検 シテ陽性 ノモ ノ ノミ

ニ就 テ實験 テ行 ヘ リ｡近 藤1例 ノミハ先 二10%

硫 酸 水 ニテ30分 庭理 シタル後、 遠心沈 澱機 二懸

ケタルレ後沈渣 テ塗抹 シテ分 離培養 スルヲ得 タ レ

バ鏡検上陰性 ナ リシモ實験 ニ供 セ リ｡滅 菌 「シャ

ー レ」(径約3cm)二5%硫 酸 水5-7 .Occmラ 入

レ之 ニ適當量 ノ喀疾 ラ探取 シタル後、 白金線 一

テ静 ニ時 々擁搾 シツ ・3-5分 時 間放置 ス後 白

金 耳 ラ用 ヒテ之 ラ探取 シ培養基面 ニ塗抹 ス｡此

ノ際注意 スベ キノ・喀疾 ノ濃淡 ニ依 リテ硫酸水中

二浸 漬 スル時 間 二多少 ノ考慮 ラ要 スベキ コ トナ

リ即 チ余ハ喀淡 ノ稀 簿 ナル モ ノニ在 リテハ極 メ

テ静 カニ撹 絆 スルモ徐 々 ニ灰 白色 トナ リ液化 ラ

來 シ探取 ニ スル ニ際 シ水飴 ノ如 ク長 ク縷 ラ引 キ

テ容 易二分離 シ難 ク塗抹 スル ニ際 シ試験 管 口あ

附著ニシテ培養 二時間 テ費 シ雑菌混入 ノ危瞼多 ク

且 ツ塗抹 後試験 管 ロヲ・火焔 テ以 テ滅菌 スル テ要

シ其 ノ際往々火焔 ノタメ管 ロヲ破損 シ失敗 ニ蹄

スル コ トアレバ注意 テ要 シ繁雑 ニ シテ徒 ラニ努

多ケ レバ稀薄 ナル喀疾 ニア リテハ 豫 メ滅 菌 「ピ

ンセー一)トJニテ分離 シ短 時間浸漬 シタル後、 直 チ

ニ探取塗抹 スルテ操作 上簡 便 ニ シテ稀薄 ナル ガ

故 二濃厚 ナルモ ノニ比 シテ短時 間ニ テ雑菌 ラ死

滅 セ シムルモ ノ・如 ク考 ヘ ラル｡今 試 ミニ稀薄

ナル喀淡 ラ滅菌試験管 二探 リ硫酸水 テ加 ヘ タル

後、振盈 シ2-3分 時 間放 置 シ遠心沈澱器 二懸

ケタル後 上清液 テ滅菌 「ピペット」ニテ吸取 シ白

金耳 ラ以 テ探取 塗抹 セシニ滅菌 「シヤー レ」内ニ

テ浸漬洗條 シテ庭理 セ シモ ノニ比 シ幾分硬 化 セ

ルモ大差 ナ ク個 々分離 シ難 クシテタ ぐ手撒 ラ要

セ シニ過 ギザ リキ｡濃 様状 ヲナセル濃 厚 ナル喀

疲 二在 リテハ硫 酸水中 ニ烈 シク擁搾 スルモ稀薄

ナル喀疾 ノ如 ク液化 スル ノ憂 ナ ク且 ツ容易 ニ分

離 スル テ得 ザル ノミナ ラズ探取 スル ニ際 シ白金

耳 二多量附著 シテ塗抹 スルニ當 リ過 量 ニ シテ飴

分 ノモ ノテ除 去 スル ノ 煩 ラサケ ンガタメ滅菌

「シヤー レ」二硫酸水 ラ入 レ喀疾 テ加ヘ タル後、

豫 メ滅菌 「ピンセ.vト」2本 テ準備 シ置 キ之 ヲ用

ヒテ喀疾 ラ分離 シテ小豆大 ノ小塊 片 トナ シタル

後、時 々強 ク擬絆 スルラ便 トス｡然 ラバ直 チニ

個 々分離 セルモ ノラ白金 耳 ニテ探 取 シ塗 抹 スル

事 テ得 ベ シ、濃厚 ナルモ ノ・・硫 酸水 ノ作 用 二依

リテ蛋 白質 テ幾分凝固 シ微灰 白色 トナ リ1梢丸硬

化 セルモ ノニ獲 ジテ探取 スルニ便 ナ レドモ塗抹

二際 シ廣 キ範園 ニ塗抹 シ難 ク白金 耳 テ以 テ多少

座 ラ加 ヘ テ塗抹 スル ヲ要 ス｡兎 ニ角稀薄 ナ ル喀

疾 ヨリモ濃厚 ナ ルモ ノ ・方操作容 易 ニシテ短時

間 ニテ培養 基 二塗抹 スル事 テ得、時 日テ経過 セ

ル蕾 キ喀疾 ニア リテノ・硫酸水 中 二流 入 シ擁 拝 ス

ルニ暫時 ニ シテ乳 白色'漏 濁 セル液 トナ リ、 多
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少泡沫 ヲ生 ジテ白金耳 ニ テ採取塗抹 スル三際 シ

其白金耳附著量極 メテ少量 ニ シテ同操作 テ数 回

反覆 セザル可 ラズ、 タメ二手撒 テ要 スル ト共 二

他方雑菌混 入 スル ノ機會 多 ク能 フ得 ベ ク ンバ新

鮮 ナルモ ノヨリ分離培養 ラ行 フテ可 トス、蕪 キ

モ ノニ在 リテハ硫酸 水 テ加 ヘ タル後 強 ク振 盈 シ

暫時放 置 シタル後、 遠心沈澱器 二懸 ケ上清液 ラ

棄 テ其 沈渣 ヲ直 チニ塗抹 シテ分離 培養 ラ行 フノ

外、 他 二通常 ナル方法 ナキモ ノノ如 シ。 此操作

二依 レバ却 ツテ塗抹容 易一 シテ且 ツ消費時間 モ

少 シ、喀疾塗抹後 置 チニ試験管 テ直立 セ シムル

時 ハ廣 ク塗抹 セザ リシモ ノ及 ビ大塊片 ノ中一ノ・

基面 二沿 フテ流 下 シ途 二凝結水 中二流 入 スルモ

ノア リ。斯 ノ如 キモ ノハ綿栓 テ除去 シタル後、之

ラ引上ゲ再 ビ塗抹 スル カ最初 塗抹 セ シ際 流下 ス

ル ノ恐 アラバ培養試験 管 テ斜面 二静 置 シタル後

培 養基面 二水分 ノ吸牧 サル ・テ待 チテ直立 スル

テ可 トス。然 レ ドモ其敷 ハ甚 ダ僅 少 ニ シテ塗抹

後 直 チニ直立 スルモ大 多数 ハ何等差 支ヘ ナ シ。

1.實 験成績

培養基 ハ2%「 マラ ヒットグ リユー ン」テ15.0,

20.0,25.0,30.Occmテ 加 ヘ タル四種 ノ培養基

第 一 表

患者名 色素使用量 培養日時 雑 菌
登生日

二5%硫 酸水 ニテ腿理 シタル喀疾 ヨリ培養 テ行

ヒタルモ ノテ便宜上1組 トナ シタ リA次 二10%

硫 酸 水 一テ同様 二庭理 シタルモ ノラ1組15%硫

酸 水 テ使用 シテ培養 テ行 ヒタルモ ノテ叉1組 ト

ナ シ同一喀疲 ニテ合 計3組 テ製 シ各 々3本 宛培

養基 テ用 ヒタル が故 二1組12本 ヅ ・3組 即 チ36

本 ラ以 テ同一喀疾 ヨリ分離培養 テ行 ピタ リ培養

三夏 セ シ時 間 ハ最初 二培養 セ シモ ノ ト最後 二行

ヒシモ ノトノ間 二八相當時間 ノ差 ア リテ1組 ラ

培養 スルニ要 スル時間 ハ平均12,3分 テ要 シ喀:

淡:ノ種 類 二依 リテ多少 ノ差 異 ハ無常 認 ムルモ ノ

ナ リ培養成績 テ次 ノ鮎 ヨリ之 テ考察 セ ン'トス。

1,5%、10%、15%ノ 硫 酸 水 ニテ腿理 セ シ三

種 ノ培養 成績
'2
,以 上 テ全部徳括 シタル培養成 績

3.作 用 セシ硫 酸 ノ濃度 ト色 素使用 量 トノ關係

4,培 養=二要 セシ不均 日数 二於 ケル色 素量 ト硫

酸 水 ノ%ト ノ関 係

5.色 素含有 量 ノ多寡 ノ結核 菌 ノ褒育 二及 ボス

影響

先 ヅ最初 二各種硫酸 水 ニテ庭理 セ シ成績 ヲ左 二

表示 セ ンr
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5%硫 酸 水ニ テ庭 理 シ結核 菌 ノ集落 子認 メタ ル

モ ノノ、培養純暖交235本 ニ シテ85.19%二 相∂當』シ

=雑菌 ノ登 生 セシモ ノ32本 ニ シテ11 .61%、 最

一後迄何等 ノ襲育 テモ見 ザ リシモ ノハ タ ・"9本 一

シテ3.25%ナ リ。

10%硫 酸 水 テ使用 シ テ分離 培養 テ得 タル数 ハ

226本 一 シテ5%硫 酸 水 ノソレニ比 シテ僅 二9

本 ノ差 ニ シテ81.88%雑 菌 ノ叢生 セ シモ ノハ前

者 ノ牛一徹二 足 ラズ シテ 」8本65.10%、 培 養 シ

得 ザ リシモ ノ32木 自Pチ11.ll1%ナ リ.

15%硫 酸 水 テ作用 セ シモ ノハ雑菌 ノ養 生 セ シモ

ノ前二者 二死 シ最 モ少 ク5本 ニ スギズ シテユ.82

%結 核 菌 テ培養 シ得 タルモ ノ194本 ニ テ70・29

%、 何等 ノ嚢育 テモ認 メザ リシモ ノノ、前二者 二

比 シテ最 モ多 ク7木 ニ シテ27.89%二 相 當 ス之

テ表示 ス レバ第四表 ノ如 シ。

第 四 表

2
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10%硫 酸

タ,レ 籔 ・職一一一 ∵
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・5%硫 酬 ・941 PO 77

自ロチ培 養 シ得 タ ル 数 二於 テ ・・5%硫 酸 水 ・ヂ作 用

セ シモ ノ ト11%硫 酸 水 ニ テ庭 理 セ シ モ ノ ト ノ差

ハ 僅 二9オ ～こナ レ ドモ15タ6硫 酸 水 ラ 使 用 上 うモ ノ

ト比 較 ス レ バ1{1%ノ モ ノ ト ノ差32本5%ノ モ

ノ ト ノ差41本 トナ リ雑 菌 襲 生 ノ モ ノ 最 モ 少 キ
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モ培養 シ得 ナ リシモ ノ最 モ多 ク1()・/｡ノモ ノ_比

'i實 ニ2倍 絵 二達 ス
｡之 ラ要約 ス レバ硫酸水 ノ

濃i度低 キモ ノー一テ塵ユ型士音養 セシモ ノノ・楽匡菌 ノ登

生 及 ピ結核菌培養率最 モ多 ク且 ツ不能培養率最

モ少 シ濃度高 キモ ノ即 チ15%硫 酸 水 ニテ塵理 セ

シモ ノノ・恰 モ是 ノ逆 ノ成績 ラ示 シ10%硫 酸 水 一

テハ雑菌 ノ登 生率結核菌培養傘及 ビ不能 培養率

等総 テ5%ノ モ ノト15%ノ モ ノトノ中間 ノ成績

テ示 ス｡之 ラ全培養総数828本 ヨ リ考察 スル時

ノ・結 核菌 ラ培養 シ得 タルモ ノノ・655木(79・1%)

i雑菌 ノ複 生 ラ見 タルモ ノ55本(6.ll5%)培 養 シ得

ザ リ1モ ノハ118本(14.25%)ニ シテ約S()%ep

大 部 分 ノ、分離培 養 スル ラ得 タ リ｡

次 二結核菌 ノ分離培養成績 ニ於 テ硫酸水 ノ濃度

ト色素使用 量多寡 トノ關係 ラ探究 セシニ第五表

ノ如 シ｡

第 五 表

ノモ ノ ・・結 核 菌 テ培 養 シ得 タ ル 数 ハ 培 養 シ得 ザ

リ シモ ノ ニ 比 シ 多 キ程 度 同 ジ ク 「マ ラ ヒッ ト」液

加 入25.Occmノ モ ノ ニ 於 テ ノ、培 養 シ得 タ ル 数

ノ・培 養 シ得 ザ リ ーisigk二比 シ僅 カ ー2倍 ニ シ テ 何

レモ 前 項 ノ モ ノ ニ封 照 シ テ使 用 ス ル ノ 償 値 殆 ン

ド ナ ク15.(),20.Occmラ 使 用 ス ル テ 可 ト ス｡10

%硫 酸 水 一 テ ・・30.Occmテ 除 ク 外 何 レ ノ培 養=

基 ラ使 用 ス ル モ 其 ノ成 績 二大 差 ナ ク2{月.{),25・O

CCmラ 用 フル ラ梢 ζ良 トス｡5%硫 酸 水 ニ テ塵

理 ス ル 時 ・・15.(),20.()ccmテ 含 ム 培 養 基 ・・他

ノニ 者 二比 シ梢k劣 レル ラ 兄 ル｡
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5%硫 酸 水 庭 理 ノモ ノハ 色 素 ノ量 多 キ モ ノ印 チ

25.1}-3{1.OCCmテ 加 入 セ ル培 養 基 ニ 於 テ多 数

ノ結 核 菌 ノ集 落 ラ 獲 兄 シ10%硫 酸 水 ノ モ ノニ テ

ハ20.{),25.()ccm「 マ ラ ヒ..ト 」液 加 入 ノモ ノ又

1δ%硫 酸 水 ノ モ ノ ハ15.{),2{1.Occmノ 「マ ラ

ヒッ ト,・液 ラ加 入 セ シ培 養 基 二 分 離 培 養 ラ行 ヒ シ

モ ノニ 最 良 ノ成 績 子示 セ リn「 マ ラ ヒ.ト 」液15」,

ccm-■ 加 入 セ ル 培 養 月,纂二於 テ]5%硫 酸 水 慮 理

硫酸水
ノ%

1色 素 培養ニ要

使用量
セシ平均

日倣

硫酸水
ノ%
色 素
使用量

基養 ニ用
セシ平均

日数

15ccm 16 酸水 25ccm 21

5%硫 20,, 17 30,, 23

酸水 2ろ,, 18
一一一 一一 一一

:15ccm 21
30日 19

15%硫20,, 23

15ccm 19 酸水1 25日 23

110%硫
ト

20,, 20
…
30,, 24

培養 二要 セ シZド均 日撒 二於 ケル色素 ト硫 酸水 ト

ノ關係ハ第 六表 ノ如 クシテ5%硫 酸水 ニ テ庭理

シ15.Occmノ 色 素 テ使用 セル培 養基 ガ最 モ早

ク16日 一 シテ15%硫 酸 水 一 テ30.Occmノ 色 素

ラ使用 セ シモ ノニ於 テ最 モ遅 ク24日 一 シテ前者

」一比 シ8日 ノ差 ラ認 ム
｡

腿 理 セ シ硫酸 水 ノ濃度 ノ濃厚 トナ リ色素使用量

ノ多 キ培養基 テ用 ヒテ分離培養 テ行 フニ從 ヒテ

順次集落蛮 兄迄 二要 七 シ平均 「・1数ハ遅 ル最後 二

色素 ノ結核菌 ニ及 ボ ス影響 ・・色素 多キモ ノ程

租 、資育不良 ノ如 シ然 レ ドモ菌種 二依 リテハ返

ツテ色素3{}.Occmラ 使 川 セル培養基(15%硫 酸

水 ニテ虎 理 セルモ ノテ除 ク)ニ 装 育良好 ナル モ

ノア レドモ概 シテ色 素含有量 多 キモ ノノ・良好 ナ

ラズ甑 一15%硫 酸 水 ニテ 虎理 セシモ ノラ30.O

ccmラ 含 有 スル 培養基 二培養 セ シ結果 二依 ルレ

モ牛数∫減上 ノ培養 シぞ尋・ヅルレモ ノラ認 メタ リ｡

纏 括

以上 ノ實験 成績 ヨリ考察 スル時ハ
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1.喀 淡 ハ成 ル可 ク濃厚 ナルモ ノラ使用 ヘル ー7

操 作上 便 ニ シテH.ツ 雑 菌 ノ 侵入 スル コ ト少

シ｡

2.稀 薄 ナル喀疾 二在 リテ・・硫酸 水 二溶解 シ易

キテ以 テ短時間浸漬 シタル後 直 チニ塗抹 スル

ラ可 ト へ｡

3.陳 菖 ナルモ ノニテノ、硫酸 水 ニ泡 沫 テ生 ジテ

溶 解 シ去 ルラ以 テ遠心沈澱機 ラ使用 シソノ沈

渣 ラ直 チニ培養 基面 ニ塗Mi'vtシ｡

4.5%硫 酸 水 ニテ喀疾 テ庭理 シテ分離培養 子

行 フ際 ニハ2%「 マラ ヒ.・、トグ リユー ン」25--

30ccmヲ 含 ム培養基 テ使用 スル 時 ・・良好 ノ

成糸責ラ墨 ゲ｡

ろ.10%硫 酸 水一 テノ、211-2ろ.OCCmテ 含 ム培

養薯去テ良 トス｡

6.15%硫 酸 水 一 テノ、15-211.()ccmラ 使 用 セ

ルモ ノラ最適 ナ リ トス｡

7.雑 菌 ノ侵入 ハ稀薄 ナル濃度 ノ硫 酸水 ニテ慮

理 シ色素含有量 ノ少 キ培養基 ヲ用 ヒテ分離培

養 テそテフロ寺二於・テ最 モ多 ク嚢 生 ス｡

S・ 之 二反 シテ濃厚 ナル硫 酸水 ラ使川 う色素含

有量 ノ多キ培養基 ラ用 ヒテ分離培 養 テ行 フ際

ニ何等集落 テ登 見 シ得 ザ リシ撒 多シ｡

:).ガ フキー氏表 ノ號敷 ノ多寡 ト集 落登 見迄 ニ

要 セ シ日数 トノ間 ニ ノ、何等密接 ナル 關係 ナ

シ｡

10.集 落登見後 二於 ケル結核菌 ノ護育ハ菌種

二依 リテー様 ナ ラズ ト錐 モ概 シテ稀薄 ナルレ硫

酸水 ニテ塵理 シ色素含 有量少 キ培養基 二於 テ

登育可良 ナルモ ノ・如 シ｡

11.培 養 基 ラ製造 セ シ際淡青藍色 テ 呈 セシ喀

疾 ラ塗抹 分離培養 スルニ或 ル菌種 ニアリテ・・

「アル カ リ」性 ヲ分泌 シテ培養基面 ヲ黄 色ニ憂

ゼ シモ ノ数種 アリ｡

以 上 ノ業績 テ通覚 スルニ吾人 ハ本 仕古氏 法結核

菌分離培養 法 ニヨ リテ次 ノ 如 キ結論 二到達 セ

リ｡

(])結 核 菌 ノ材料 テ以 テ培養 スル時 ニハ100%

陽 性 ナ リ從 ツテ仁法 ハ結核材料 ノ診断 二大 ナ

ル意義 テ有 ス帥 チ從 來行 ・・レタル顯微鏡検法

及 ビ1扇冥通過法 二勝 ル コ ト萬 々ナ リ｡

(2)本 試 験 ニア リテ培養法 ノ夏 二軍純 化 ヲ東 シ

遠 心沈澱 ラ川 ヒズシテ分離培 養 ヲ用 ヒ得 レバ

結核 菌分離培養 ノ實用化 トデモ云 フ可 キカ｡

(3)人 型 結核菌 ・・軍一 ナルモ ノニ非 ズ術 ホ多 ク

分類 ス可 シ トハ著者 ノ以前 ヨリノ土張 ナ リ此

ノ爲 メニ本 法へ 午人 二多撒 ノ結 核菌 ノ材料 ラ

提 供 シテ」価ll謬 的診断 ノ進歩 ヲ促 ス可 シ｡

(+)結 核 菌 ノアル種 ノモ ノハ ソ ノ登育 ノ道程 ニ

於 テ「アル カリ」性 ノ分泌 ヲ形成 ス｡

(の 余 ノ多数 ノ實験 ニヨル時 ノ・佳 吉氏法(硫 酸、

盤酸 ソノ他硝酸 モ可 ナ リ)培 養法 一テ腿 置 シ

ベ トラニー氏培養基 テ使用 スルノ∫法 ガ最良 ナ

ルモ ノナ リ｡




